
山口県立山口高等学 校


創立� 15 0周年記念式典


日時:令手ロ� 3年� 11月 20日 (土)午前 9時� 30分

会場:山口市民会館・山口高等学校



山口県立山口高等学校創立  150周年記念式典出席者

順不同・敬称、略

氏名所属・役職等区分

村 岡嗣政山口県知事

吉田充宏山口県議会議員 (議長代理)

合志栄一山口県議会議員

藤 生通陽山口県議会議員
山口県関係

俵田祐児山口県議会議員

小田村克彦山口県議会議員

繁吉健志山口県教育委員会教育長

国清賢一山口県教育庁高校教育課長

伊 藤和賞山口市長
山口市関係

藤本孝治山口市教育委員会教育長

岡 正朗山口大学学長
大学

力日登田恵子山口県立大学学長

小土井実  |山口県立防府高等学校長

大回真一山口県立防府西高等学校長

山口県立山口中央高等学校長 大村 勇
高校・特別支援学校

原井 進山口県立西京高等学校長

河合良房山口県立山口総合支媛学校長

清水利宏野田学園高等学校劃校長

田中 敬山口市立i鳴南中学校長
中学校

鶴永幸彦山口市立秩穂中学校長

山口大学大学院医学系研究科講師 近藤智子

学校運営協議会委員 長崎孝司山口高等学校同窓会常任理事

西 隆之全日制 PTA会長

渡謹一正副会長

角川早苗副会長

重本美穂子監事

判断崎 恵監事

神池裕美部長
全日制 PTA役員

山本虜子部長

山本康弘幹事

山本悦子幹事

幹事 新山晃規

顧問 小篠るみ

定時制教育後援会 副会長 川口裕之

記念事業実行委員 原因 尚

区分 所属・役職等 氏名

会長 二井関成

副会長 末永汎本

副会長 岸 孝穂

副会長 川元龍治

副会長 山本伸雄

副会長 橋本憲二

昏l会長 今村孝 子
同窓会役員

副会長 瀬川英顕

副会長(支部長兼任)代理 渡逸 史イ言

副会長(支部長兼任) 松原武夫

副会長(支部長兼任) 太田 政哲

副会長(支部長兼任) 河村 明英

直1)会長(支部長兼任) 松崎恒雄

副会長 (支部長兼任) 藤本 孝夫

木原、 寛

今村啓志

砂川 敏男

末永 弘 子

寄附者 河野康志

末永久大

株式会社技工回 松田圭二

萩山口信用金庫 藤本 教

山口 7 ツダ株式会社 大原敏之

2 9代校長 福田徳郎

30代校長 倉増誠彦

歴代校長  33代校長 因遺恒 美

(平成以降) 
34代校長 川野あきら

3 7代校長 高原 透

38代校長 栗林正和

山口県立熊毛北高等学校長 熊原靖夫

山口県立憲狭高等学校長 大下康一郎

山口県立長府高等学校長 藤本 茂

山口県立宇都高等学校教頭 古川智也

山口県立筆陵高等学校教諭 白石 義徳

旧職員
(本校・分校)

山口県立新南陽高等学校教諭 岩崎 洋

山口県立防府高等学校教諭 中司文男

山口県立長府高等学校教諭 柴田 稔

山口県立長府高等学校教諭 中牟田佳子

山口県立萩高等学校教諭 高山幸子

山口県文書館館長 吹屋哲夫

モニュメン ト作者 田辺 武



記念式典 式次第 


閉式のことば

2 国歌演奏

3 校長式辞� 

4 山口県知事あいさつ� 

5 山口県教育委員会教育長あいさつ� 

6 来賓祝辞� 

山口県議会議長

山口市長

来賓紹介、 祝電・祝文披露

7 生徒代表のことば� 

8 校歌演奏

9 閉式のことば� 
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記念行事 


{記念演奏] 10:40---

山口県立山口高等学校管弦楽部・合唱部

の挨拶 エドワード..::r..ルガー作曲� 

fフィンランディアj ジャン・シベザウス作

[記念講茨} 11 20---

j寅題 未来志向のっくり方

~人生 100年キャリアを生き抜くためγ~

講師 株式会社第一生命経済研究所経済調査部

席エコノミスト 熊

滋各	 1986 山口巣立中口� 

1990年 損浜司立大学経� 

1990 日本銀行入行

英 氏(普通科 92期)

同行調査統計 、 寸ナーピス局勤務� 

2000 第一生命経済研 所入社� 

20 11 帯エコノミスト� 

201 4 自本� F P協会理� 

201 5 山口県産業戦略アドノくイ� 1:1:: 

【パネルディスカッション}� 12 15---

テーマ 山口高校は、今後どのような学校をめざすべきか



山口県立山口高等学校 


創立  150周年記念事業 


記念館改修工事竣エ披露 


・記念モニュメント除幕 


日時 :令手口 3年 11月 20日 (土)午後  2時 30分

会場 :山口高等学校記念館



次第 


閉式のことば� 

2 校長挨拶� 

3 同窓会長祝辞� 

4 記念館改修工事説明� 

5 記念モニュメント除幕� 

6 記念モニュメント制作者挨拶� 

7 閉式のことば� 

O 記念撮影・記念館見学

【参考】記念館の歴史

山口高等学校記念館は、大正 11年� (1922年)に旧制山口高等学校(山

口大学文理学部の前身)の講堂として建築されました。昭和29年(1954 

年)、山口大学文理学部と校地を交換した際、新制山口高等学校の所有

となっています。

建物は、大正7年(1918年)に制定された高等学校令に基づき、文部

省が全国各地に建てた旧制高校に共通する様式です。木造 2階建、鋼板

葺、玄関の円柱と角柱を組み合わせたポーチや左右対称に配置された塔

屋等、意匠的な配慮が払われています。内部は漆喰壁と木造の装飾を基

調とし、バルコニ一手摺りの幾何学的装飾や正面ステージを飾る列柱等

が印象的です。

昭和42年� (1967年)からの校舎全面改築時に、他の旧制山口高等学校

時代の校舎が解体される中、幾多の先輩たちの魂の故郷であるばかりで

なく、建築史的にも貴重な存在であることから、 「記念館」という名称

のもとに移転・保存されることとなり昭和46年(1971年)に竣工、移築

当時は小体育館として利用されていました。

平成 11年 8月に造形の規範となる建物として、登録有形文化財に登録

され現在は、管弦楽部の活動等、在校生の教育活動の場として活用され

ています。



【参考)記念モニュメント

振り返れば未来

題名  Lucus of Times -150-(時の軌跡  -150-)

作者:彫刻家田辺 武



創立� 150周年記念事業の概要 


O 記念式典、記念講演、ホームカミングデーの実施� 

O 記念誌・記念 DVDの作製� 

O 記念館の改修-記念モニュメン卜の制作� 

O 記念事業寄附金の募集� 

寄附金総額� 82，143，205円

(募金目標額 75，000，000円)

感謝状贈呈寄附者
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(100万円以上)



山口県立山口高等学校
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山口高校の沿革 ，l~ 


萩明倫館  (1719創建 )で
学問を修めた上田鳳陽

が、山口に帰り創設

藩府の山口移転に

伴い、藩の学撃の中

心となる

新政府による学制改

革の流れを受け、山口

中学と改める

山口市内における商業学校の設立要望

が強まり、昭和 11年に設立された

臨霊罫
太平洋戦争下の政策により、商業学校は技術系

学校への転換が求められ併設された

50年

明治 24年 (1891)の中学校令

改正を受け、六年制の中学校

となる

明治 32年の中学校令

改正により、校名から

『尋常」が外れる 

GHQによる教育の

民主化により、軍

国主義的色彩を排

除するため、工業

学校が廃止された 

a ，ー邑 
E日属品吾函際輩記 . 

山高 100年史 
3.新生山高 1955 ~ 1970年

校旗=昭和 33
年 6月lζ完成
した校織は、
問月  308に
全校笠淀 1':鍍
された

生徒会立会演説会。現在の配念結前にて(昭和 39年) 校内含唱犬去(昭和 45年) 

2.忍び寄る戦争の足音と戦禍/戦後 ~ 1954年

教練 (学校に導入された
買撃に関する私自や待
の査閲(実地鼠般)

(昭和 14年)


光海軍工廠(勤労動員先)における 53・54期生の 郡田昭和 20隼 8

月 14白(終戦前白)の空襲では、 53期生 16名が尊い命を落とした。
 

1 |WTJ 
男女奨学となった県立山口高校 昭和 27年 1月 2.2日夜の火lQ l':よリ、

のうラス写真[昭和五年) 東校舎が焼失した。夫きく炎上する東校舎
航空写真{昭和 44年)本館卿は未着工。

昭和45年に全て完成し、創立 100局笠を迎えた(山口県文曾館所蔵)



昭和 22年 (1947)の教育基本法・学校教育i去
に基っき、新制高等学校として山口女子高等

学校を含めた山口市内の 3校が決定された

昭和 27年 (1952 ) 1月 22日夜の火

災により東校舎が焼失し、山口大

学文理学部糸米キャンパスとの校

地交換が進められるとともに山口

中央高等学校と分離し、山口県立

山口高等学校(新生山高)となった
昭和 24年 (1949)の第 1回

高校統合により、山口県立

山口東高等学校となった

昭和 25年 (1950)の第  2回高校統合により、

山口東高等学校と山口高等女学校(明治 33

年)の流れをくむ山口西高等学校が統合さ

れ、山口県立山口高等学校となった 

100年 150年 
(2020年〕

101年以降の記録/全日制 (1971 ~2020年)
校内マラソン犬会(昭和 46隼 )
海 /蜂下 ~赤回神社先まての往復
男子|乙 km、女子 6krn:を走っていた 

l崎 u~r~\ r1tü 

全国高等学終+ナγカー選手権犬舎ペスト 8(昭羽ω年}

銀鐘祭  (平成 10年)

←交化祭をま量鍾祭と改称、

|日サビヱル配念聖堂か平成 3 →
年に全品析聖堂が平絞り年に

上輸され、遣の視別式が行われ
たのが、名前の由来

山高総体 3年生集合写真(平成 28年) 



創設以来の記録/定時制 (1 949 ~ 2020年)

1974年(昭和49霊)6月16目
全国高等学校定時制通信制体育大会 山口県予選会 ・閉会式� 

創設以来の記録/通信制 (1948 ~ 2020年)

機関紙 」灯窓』創刊号
(昭和24年� 11月30日)� ゆ95隼度(平成7年度) 2010年度(平成辺年度) 

体育祭仮装パレード ;叫/峰登山

1988年度(昭和63年度) 1995年度(平成7年度) 2012年度(平成24年度) 2019年度{令和元年度)秋季特活
卒業式� 入学式後のLHR 生徒会リーター研修会� 岩国鵡帯構での白念撮影� 

創設以来の記録 /徳佐分校 (2008 ~ 2020年)

t-t十二
:-_::-

時覇軍
ー'雪空ai.晶 ・ー==・. .玉三 主主哩� -= 

野Eま翻iiJJllI¥以来、初めての璽大会出纏辞退a とれまで
頑張ってきた3径隼の患後の舞台を監督、OBが演出

山口新酪
(平成26年 7月27日)

を~む(平成 21 年，冬のi!佳分校十地ゥ

山口県立山口高等学校� 150周年記念
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